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LanDisk データ取出し 

HDD1 台用の使い方 
本説明書とは、別に「LanDisk データ取り出し 共通操作説明書」が有ります。

「LanDisk データ取り出し 共通操作説明書」は、この操作説明書をダウンロ

ードされた方は、この説明書の後半に連続しています。アマゾンやヤフーショ

ッピング等で購入された方は、ピンク色の用紙以降に、掲載しています。 
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第1章 LanDisk データ取出し HDD1 台用について 

本章では NAS-RESCUE ADVANCED LanDisk データ取出し HDD1 台

用(以後、LanDisk データ取出し HDD1 台用と表記します)について説明しま

す。 

 

1.1 LanDisk データ取出し HDD1 台用の動作のしくみ 

I-OData 社製 LanDisk は、LINUX 版、Windows 版のファイルサーバーで

す。LanDisk データ取出しは、LINUX 版の LanDisk にのみ対応しています。 

LanDisk データ取出しは、LanDisk のサーバー部分を PC 上に構築します。 

ファイルサーバーを PC 上に構築することで、LanDisk の HDD へのアクセ

スは、データ・パーティションに限られる為に、故障した LanDisk からデー

タを取り出す可能性が出てきます。 

 

1.2 LanDisk データ取り出し HDD1 台構成用の対応機種 

LanDisk データ取り出し HDD1 台用は、I-OData 社製 LanDisk のこれまで

に発売されてきた、全機種に対応しています。 

No シリーズ名 ラインアップ 

1 HDL1-LEN 
HDL1-LE01N、HDL1-LE02 N、HDL1-LE04 N、

HDL1-LE06 N、HDL1-LE08 N 

 HDL-AAXW 
HDL-AAX1W、HDL-AAX2W、HDL-AAX3W、

HDL-AAX4W、HDL-AAX6W、HDL-AAX8W 

2 HDL1-LE 
HDL1-LE01、HDL1-LE02、HDL1-LE04、

HDL1-LE06、HDL1-LE08 

3 HDL1-LE/E 
HDL1-LE02/E、HDL1-LE04/E、 

HDL1-LE06/E、HDL1-LE08/E 

4 HDL1-LA HDL1-LA02、HDL1-LA04 

5 HDL1-LA/E 
HDL1-LA02/E、HDL1-LA04/E、 

HDL1-LA06/E、HDL1-LA08/E 

6 HDL 
HDL-120U、HDL-160U、HDL-250U、

HDL-300U 

7 HDL-A HDL-A1.0、HDL-A2.0、HDL-A3.0 

8 HDL-A/E HDL-A2.0/E 

9 HDL-AR HDL-A2.0R、HDL-A3.0R 

10 HDL-ART HDL-A2.0RT、HDL-A3.0RT 

11 HDL-AR/E HDL-A2.0R/E 

表 1.1.HDD1 台構成の LanDisk のラインアップ  
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No シリーズ名 ラインアップ 

12 HDL-AS HDL-A2.0S、HDL-A3.0S 

13 
HDL-AA HDL-AA1、HDL-AA2、HDL-AA3、HDL-AA4、

HDL-AA6 

14 
HDL-AA/E HDL-AA2/E、HDL-AA3/E、HDL-AA4/E、

HDL-AA6/E 

15 
HDL-AAW HDL-AA1W、HDL-AA2W、HDL-AA3W、

HDL-AA4W、HDL-AA6W 

16 HDL-AAX 
HDL-AAX1、HDL-AAX2、HDL-AAX3、

HDL-AAX4、HDL-AAX6、HDL-AAX8 

17 
HDL-AAX/E HDL-AAX2/E、HDL-AAX3/E、

HDL-AAX4/E、HDL-AAX6/E、HDL-AAX8/E 

18 HDL-AH HDL-AH1.0、HDL-AH2.0、HDL-Ah3.0 

19 HDL-AHW HDL-AH1.0W、HDL-AH2.0W、HDL-Ah3.0W 

20 HDL-C HDL-C500、HDL-C1.0、HDL-C1.5 

21 HDL-C/EC HDL-C1.0/EC、HDL-C1.5/EC 

22 HDL-CE HDL-C1.0、HDL-C2.0、HDL-C3.0 

23 HDL-CEB HDL-C1.0B、HDL-C2.0B、HDL-C3.0B 

24 HDL-CES HDL-C1.0S、HDL-C2.0S、HDL-C3.0S 

25 
HDL-F HDL-F160、HDL-F250、HDL-F300、

HDL-F320 

26 
HDL-G HDL-G160U、HDL-G250U、HDL-G300U、

HDL-G320U 

27 
HDL-GS HDL-GS250、HDL-GS320、HDL-GS500、

HDL-GS1.0T 

28 HDL-GW HDL-GW500U 

29 HDL-GZ HDL-GZ1.0TU 

30 
HDL-GX HDL-GX160、HDL-GX250、HDL-GX300、

HDL-GX400、HDL-GX500、HDL-GX750 

31 
HDL-GXR HDL-GX160R、HDL-GX250R、HDL-GX300R、

HDL-GX400R、HDL-GX500R、HDL-GX750R 

32 HDL-S HDL-S500、HDL-S1.0、HDL-S1.5、HDL-S2.0 

33 
HDL-T HDL-T1NV、HDL-T2NV、HDL-T3NV、 

HDL-T1WH、HDL-T2WH、HDL-T3WH 

34 HDL-TAS HDL-TS120、HDL-TS240 

35 HDL-TC HDL-TC500、HDL-TC1 

表 1.1.HDD2 台構成の LanDisk のラインアップ  
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第2章 前準備 

本章では、LanDisk データ取り出し HDD1 台用を、実際に使えるようにな

るまでの、前準備について、入手ルート別に説明します。 

 

2.1 入手ルート別、前準備の仕方 

本章では、Amazon や Yahoo ショッピングから購入された方をパッケージ

版、NAS-RESCUE ADVANCED をダウンロードされた方をダウンロード

版と呼ぶことにします。 

下表の手順に従い、前準備をお願いします。 

参照先の「LanDisk データ取り出し 共通操作説明書」は、 

パッケージ版の方は、後半のピンクの用紙以降になります。 

ダウンロード版の方は、本説明書の後半になります。 

 

No 手順 

パッケ

ージ版 

ダウン

ロード

版 

参照先 

LanDisk データ取り出し 

共通操作説明書 

1 ダウンロード  〇 
2.1.ADVANCED のダウン

ロード(P5) 

2 

USB メモリへ

のインストー

ル 

 〇 

2.2.USB メモリへのインス

トール(P5) 

3 BIOS 設定 〇 2.3.BIOS の設定(P9) 

4 PC 起動 〇 

2.4.起動の順番を USB に変

更してADVANCEDを起動

(P9) 

5 LAN 設定 〇 
2.5.ADVANCED が起動し

たら、LAN 接続を確認(P10) 

6 ユーザー登録 〇 
2.6.システムを起動して、ユ

ーザー登録(P13) 

7 
ライセンスキ

ー入力 
〇  

3.1.ライセンスコードの登録

(P18) 

8 
ライセンス購

入 
 〇 

3.2.ライセンスの購入(P20) 

表 2.1.入手ルート別前準備の手順と、参照先 
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第3章 予備知識 

本章ではLanDiskデータ取出しHDD1台用を操作する上で必要な予備知識

を説明します。 

 

3.1 LanDisk のパーティション構成は大きく分けて３種類 

共通操作説明書の「第６章 ディスクユーティリティで HDD の状態を確認」

を参照して、LanDisk 内蔵の HDD のパーティション図を確認します。 

もし、LanDisk の内蔵の HDD が、図 3.1～図 3.3 のように、きれいにパー

ティション分けされていない場合は、共通操作説明書の「第６章 ディスクユ

ーティリティで HDD の状態を確認」の「6.3 パーティション図の表示内容

と対処方法」を参考に対処することになります。 

 

 ノーマルタイプ 3.1.1

 
図 3.1. ノーマルタイプのパーティション図 
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 RAID メンバー 3.1.2

 
図 3.2. RAID メンバーのパーティション図 

 

 拡張パーティション中にデータ・パーティションが存在 3.1.3

 
図 3.3. 拡張パーティション中にデータ・パーティションが存在 
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第4章 基本操作 

本章ではNAS-RESCUE ADVANCED  LanDiskデータ取出しHDD1台

用の基本操作を説明します。 

 「第２章 前準備」が終了している、という設定です。 

 

4.1 NAS-RESCUE ADVANCED の起動とログイン 

LanDisk の HDD を PC に接続した状態で、NAS-ESCUE AVANCED を

起動します。 

 

 
  図 4.1. LanDisk データ取出し HDD1 台用の起動時の画面 
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4.2 「ディスクユーティリティ」アイコンをクリック 

LanDisk の HDD が接続されていることを確認し、「ディスクユーティリティ」

アイコンをクリックします。 

 

 

図 4.2. 「ディスクユーティリティ」アイコンをクリック 

 

 LanDisk の HDD をクリックします。 

 

図 4.3. ディスクユーティリティ HDD の選択 

 

「第 3 章 予備知識」で説明した、データ・パーティションを確認し、それぞ

れのパターン別に処理を実行します。  
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 ノーマルタイプの場合 4.2.1

 

 
図 4.4. ノーマルタイプのパーティション図 

 

データ・パーティションが、「ノーマルタイプ」の場合は、「HDD 接続」をク

リックします。 

 

 

図 4.5. 「HDD 接続」をクリック 
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図 4.6. 正常にデータ復旧できた後の画面表示 

 

メニュー画面下（黄色枠）に、コマンド実行結果が表示されます。このコマン

ド実行結果は、ログとして、デスクトップに一時的に保存されます。 

データ復旧が成功すると、別ウィンドウでファイルマネージャーが起動します。

（薄緑色枠） 

 

もし、データが見えなかった場合は、「4.5 詳細なデータ復旧を行う必要が

有る場合」を参照して下さい。 
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 RAID メンバーの場合 4.2.2

 
図 4.7. RAID メンバーのパーティション図 

 

データ・パーティションが、「RAID メンバー」の場合は、「RAID 接続」をクリ

ックします。 

 

 

図 4.8. 「RAID 接続」をクリック 
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図 4.9. 正常にデータ復旧できた後の画面表示 

 

メニュー画面下（黄色枠）に、コマンド実行結果が表示されます。このコマン

ド実行結果は、ログとして、デスクトップに一時的に保存されます。 

データ復旧が成功すると、別ウィンドウでファイルマネージャーが起動します。

（薄緑色枠） 

 

もし、データが見えなかった場合は、「4.5 詳細なデータ復旧を行う必要が

有る場合」を参照して下さい。 
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 拡張パーティション中にデータ・パーティションが存在する場合 4.2.3

 
図 4.10. 拡張パーティション中にデータ・パーティションが存在 

 

データ・パーティションをクリックした後、パーティション図の左下の右向

き三角のアイコンをクリックします。 

 

 

図 4.11. データ・パーティションがマウント 

 

右向き三角のアイコンが四角のアイコンに変化し、 

内容の箇所に XFS /media/sda6 にマウント中に変化します。 

/media/sda6 をダブルクリックします。 
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図 4.12. /media/sda6 のファイルマネージャー 

 

もし、データが見えなかった場合は、「4.5 詳細なデータ復旧を行う必要が

有る場合」を参照して下さい。 
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4.3 復旧データの確認 

ファイルマネージャーを操作して、データ復旧が正しく行われているか、確認

します。 

もし、データ復旧の結果が思わしくなかった場合は、「4.5. 詳細なデータ復

旧を行う必要が有る場合」を参照した上で、第 5 章以降に詳述している、RAID

構成毎のデータ復旧の方法を参照下さい。 

 

4.4 復旧したデータを保存 

復旧したデータを保存するには、 

① NAS-RESCUE の起動している PC に、USB 接続した HDD 等に保存する 

② 同じネットワーク内の NAS 等へ保存する 

③ 同じネットワーク内の PC から、NAS-RESCUE の起動している PC に接続

して、保存する 

という方法が有ります。 

詳しくは、 

「LanDisk データ取り出し 共通操作説明書」の「第４章 復旧したデータを

保存する方法」を参照下さい。 

 

もし、データのコピー中にエラーが発生した場合、RAID を構成している HDD

のいずれかで、Read エラーが発生していると考えられます。「4.5. 詳細なデー

タ復旧を行う必要が有る場合」を参照した上で、第 5 章以降に詳述している、

RAID 構成毎のデータ復旧の方法を参照下さい。 
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4.5 詳細なデータ復旧を行う必要が有る場合 

 データの取出しに失敗する原因を特定するには、 

1）HDD の状態 

2）HDD のデータ・パーティションの状態 

の二個の状態を確認する必要が有ります。 

 

1）HDD の状態を確認するには、 

「LanDisk データ取り出し 共通操作説明書」「第 6 章 ディスクユーティリテ

ィで HDD の状態を確認」を参照し、 

HDD が、PC に認識されているか、どうかを判定する事になります。 

HDD が PC で認識されない場合、「重度の物理障害」と判定され、自力でのデ

ータ復旧は、不可能になります。 

 

2）HDD のデータ・パーティションの状態を確認するには、 

「LanDisk データ取り出し 共通操作説明書」「第 6 章 ディスクユーティリテ

ィで HDD の状態を確認」を参照し、データ・パーティションに、RAID メンバ

ーという表示が有るかを確認する必要が有ります。 

もし、HDD のデータ・パーティションが確認できたが、「RAID メンバー」

という表示ではなく、例えば「不明」などとの表示の場合は、HDD のクローン

を作成することで、解消する場合が多いです。詳しくは、「LanDisk データ取り

出し 共通操作説明書」「第７章 HDD のクローンを作成する方法」を参照し

て下さい。 

 

尚、「LanDisk データ取り出し 共通操作説明書」「第５章 こんな時は？」に

は、 

「5.1.  LanDisk の HDD を接続したが、認識しない」 

「5.2. 必要なデータが見えなかった場合」 

「5.3. データのコピー中にエラーが発生した場合」 

「5.4. コピー中に「カチッ、カチッ」と音が鳴り出した場合」 

の Q&A を設けています。データ復旧のヒントになるかもしれません。 
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第1章 NAS-RESCUE ADVANCED LanDisk データ取り出しシリーズ 

本章ではNAS-RESCUE ADVANCED LanDiskデータ取り出しシリーズ

(以後、ADVANCED と表記します)の詳細と、販売形態とライセンスの関係

について説明します。 

 

1.1  NAS-RESCUE ADVANCED LanDisk データ取り出しシリーズとは 

NAS-RESCUE ADVANCED は、LinuxOS で起動する NAS 専用のデー

タ取り出しソフトです。基本的には、以下の 5 種類の ISO イメージで提供さ

れます。（いずれの ISO にも、クローンマイスターが同梱） 

① LinkStation データ取り出し 

② TeraStation データ取り出し 

③ 暗号化 TeraStation 暗号解析並びにデータ取り出し 

④ LanDisk データ取り出し 

⑤ LanDisk TA シリーズ専用暗号解析並びにデータ取り出し 

 

NAS-RESCUE ADVANCED LanDisk データ取出しシリーズとは、

ADVANCED の「LanDisk データ取り出し」を指します。 

LanDisk データ取り出しには、 

・HDD1 台構成用 

・HDD2 台構成用 

・HDD4 台構成用 

・HDD6 台構成用 

・暗号化ボリューム用 

・クローンマイスター 

の機能が同梱されています。（使用するには、ライセンスの購入が必要です。） 

 

1.2  シリーズの販売形態とライセンスとの関係 

ADVANCED を使用するには、以下の二つの方法が有ります。 

① ISO イメージをダウンロード後、USB メモリ等の媒体にインストールし、

必要なライセンスを購入。 

② 「LanDisk データ取り出し 1 台用」「LanDisk データ取り出し 2 台用」

などとした商品を購入。その後、必要に応じて、クローンマイスターな

どのライセンスを購入。 
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1.3  ライセンス購入の方法 

 Amazon や Yahoo ショッピングでの販売している商品名は、 

LanDisk データ取り出し HDD1 台用 

LanDisk データ取り出し HDD2 台用 

LanDisk データ取り出し HDD4 台用 

LanDisk データ取り出し HDD6 台用 

LanDisk データ取り出し 暗号化ボリューム用 

 

となります。これらの商品には、下図のようなライセンスカードが付属します。 

 
 

 図 1.1 ライセンスカードの例(LanDisk HDD 1 台用) 

 

このライセンスカードのコードを、ADVANCED の「ライセンスコード

入力」のボタンをクリックして、ライセンスコードを入力します。 

 

 
 図 1.2 「ライセンスコード入力」、「ライセンス購入」ボタン 

 

以上の商品を購入した上で、クローンマイスターのライセンスを購入する、 

もしくは、NAS-RESCUE ADVANCED LanDisk の ISO をダウンロー

ドして、ご自身の USB メモリ等にインストールした場合には、必要なライセ

ンスを購入する場合は、図 1.2 の「ライセンス購入」ボタンをクリックして、

必要なライセンスを PAYPAL 経由で購入します。 

（銀行振込で、ライセンスを購入する場合は、メールでお問合せ下さい。振込

先をご案内し、入金を確認できたら、ライセンスコードをメールで送信します。） 
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第2章 ADVANCED のダウンロード、そして起動とユーザー登録 

本章では、NAS-RESCUE ADVANCED LanDisk データ取り出しシリー

ズが起動して、データの取出し操作ができるまでの手順を説明します 

 

2.1  ADVANCED のダウンロード 

NAS-RESCUE ADVANCED のページから、ISO イメージをダウンロード

します。 

 

2.2  USB メモリへのインストール 

 USB メモリの用意 2.2.1

ISO イメージなので、DVD にも書き込みできますが、ライセンス情報や、

ネットワーク設定の情報は、USB メモリの場合にのみ記憶されるので、USB

メモリにインストールする事を推奨します。（USB3.0 で、4GB 以上の USB メ

モリがお勧めです。） 

 

 フリーの ISO 書き込みソフト「Rufus」をダウンロード 2.2.2

フリーの ISO 書き込みソフト「Rufus」をダウンロードします。 

参考 URL:【窓の杜】 

https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/rufus/ 

 

フリーの ISO 書き込みソフト「Rufus」を使用して、USB メモリにダウロード

した ISO イメージを書き込みます。  

https://nas-rescue.com/nas-resuce-advanced/
https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/rufus/
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 USB メモリにインストール 2.2.3

① USB メモリを PC に接続した上で Rufus を起動 

 

 
図 2.1. Rufs を起動（USB メモリが認識されている） 

 

② Rufs の「ブートの種類」に、ISO イメージをドラッグ＆ドロップ 

 
図 2.2 ISO イメージを「ブートの種類」に、ドラッグ＆ドロップ 
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③ パーティション構成 → 「MBR」 

ターゲットシステム → 「BIOS または UEFI」 

として、 

Rufs の「スタート」ボタンをクリック 

 

 
 

図 2.3. 「スタート」をクリック 

 

④ メッセージが表示されるが、すべて「ＯＫ」をクリック 

 
 

図 2.4. 無効なブートローラーのメッセージ 
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図 2.5. データ消去の確認メッセージ 

 

 

 
 図 2.6.複数パーティションの確認メッセージ 

 

⑤ インストール終了 

 
図 2.7. インストール終了 
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2.3  BIOS の設定 

ADVANCED の OS は LINUX（AntiX）です。 

ほとんどのWindowsPCでは、BIOSの「SECURE BOOT」が有効（Enabled）

になっています。 

ADVANCED を含む、Linux の OS を、WindowsPC で起動させるには、こ

の BIOS の「SECURE BOOT」を無効（Disabled）にする必要が有ります。 

詳しくは、参考資料①「Secure Boot を Disabled にする方法」を参照下さい。 

 

2.4  起動の順番を USB（DVD）に変更して、ADVANCED を起動 

WindowsPC に、ADVANED の USB（DVD）をセットして、電源を入れ

ます。 

この時、一時的に ADVANED の USB（DVD）から起動する必要が有りま

す。 

この設定方法は、WindowsPC のメーカーや PC の型番により、異なります。 

詳しくは、参考資料②「メーカー別 USB から起動する方法」を参照下さい。 

 

 
図 2.8 有線 LAN で接続された状態での起動画面（Wifi 機能が無い、もしく

は AntiX で認識されない場合）  
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2.5  ADVANCED が起動したら、LAN 接続を確認 

ADVANCED は、インターネット接続が必須です。ADVANCED を起動し

たら、最初に、インターネット接続の設定をお願いします。 

 

ADVANCED を起動すると、PC に Wifi 機能が有って、AntiX で認識され

ると、LAN 接続のステータス・ウィンドウが表示されます。 

表示されない場合は、LAN ケーブルで接続を行って下さい。 

 
図 2.9 ADVANCED の初期起動画面(Wifi 設定画面有り) 

 

以下に、Wifi 接続の方法を説明します。 

 

LAN 接続のステータス・ウィンドウの「Wireless」をクリックします。 

 
図 2.10 Wifi 接続の設定方法①  
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ご自宅のルーターをクリックして選択し、「Connect」をクリックします。 

 
図 2.11 Wifi 接続の設定方法② 

 

「Passphrase」に、ルーターのパスワードを入力して、「OK」をクリックしま

す。 

 
図 2.12 Wifi 接続の設定方法③  
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接続が成功すると、「Favorite」にアンテナ・アイコンが表示されます。 

 
図 2.13 Wifi 接続の設定方法④ 

 

LAN 接続ステータス・ウィンドウの、「Wifi」の Connect が、Yes になりま

す。 

 
図 2.14 Wifi 接続の設定方法⑤ 
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2.6  システムを起動してユーザー登録 

デスクトップ左上の「NAS-RESCUE ADVANCED」アイコンをダブルク

リックします。 

 

 
図 2.15 「NAS-RESCUE ADVANCED」アイコン 

 

パスワードを入力する画面が表示されたら、「nr」(小文字のエヌ・アール)を

入力して、「OK」をクリックします。 

 

 
図 2.16 パスワード入力画面 

 

パスワードを入力後、ADVANCED の初期画面が表示されます。 

 

 
 

図 2.17 ADVANCED の初期画面 
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ADVANCED の左上の「ログイン or 新規登録」ボタンをクリックします。 

 

 
図 2.18 「ログイン」or 新規登録のボタン 

 

ボタン名が「キャンセル」に変わります。 

 

 
図 2.19 「キャンセル」ボタンに変化 

 

続いて、ブラウザが開きます。「新規アカウント作成」のリンクをクリックし

ます。 

 

 
図 2.20 「新規アカウント作成」をクリック 
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「認証コード送信」画面が表示されるので、ユーザー登録するメールアドレス

を入力し、「認証コード送信」ボタンをクリックします。 

 

 
 

図 2.21 メールアドレスを入力して「認証コード送信」ボタンをクリック 

 

入力したメールアドレスに、認証コードの書かれたメールが届きます。 

 

 
 

図 2.22 入力したメールアドレスに「認証コード」を受信 

  



LanDisk データ取り出し 共通操作説明書 
 

16 

メールに表示されている「認証コード」を入力して、「コードの確認」をクリ

ックします。 

 
 

図 2.23 「認証コード」を入力して「コードの確認」をクリック 

 

パスワードを 2 回入力して、「作成」をクリックします。 

 

 
 

図 2.24 パスワードを 2 回入力して「作成」をクリック 
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ユーザー登録が終了すると、「ログイン中」と表示されます。 

 

 
 

図 2.25 「ログイン中」と表示 

 

ユーザー登録完了メールが送信されます。 

 

 
 

図 2.26 「アカウント新規登録完了」メールを受信 
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第3章 ライセンスの登録、もしくは購入 

本章では、NAS-RESCUE ADVANCED LanDisk データ取出しシリーズ

で、ライセンスの登録、もしくはライセンスの購入で、データ取出し操作が開

始できるまでの手順を説明します 

 

3.1  ライセンスコードの登録 

「ライセンスコード入力」をクリックして、ライセンスコードを入力します。 

 

 
 

図 3.1 「ライセンスコード入力」ボタンをクリック 

 

同梱のカードに印刷されたライセンスコードをハイフン無しで入力します。 

 

 

 
図 3.2 ライセンスコードを入力して「適用」ボ

タンをクリック 

 

ライセンスコードを入力後、「適用」をクリックすると、適用されます。 

 
 

図 3.3 「ライセンスコード適用完了」 
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認証完了メールが送信されます。 

 

 
 

図 3.4 「ライセンスコード適用完了のメールを受信 

 

 
 

図 3.5 ライセンスコード適用後のメニュー画面 
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3.2  ライセンスの購入 

ライセンスを購入するには、「ライセンス購入」ボタンをクリックします。 

 
 図 3.6 ライセンス購入ボタンをクリック 

 

購入するライセンスにチェックを入れて、「購入手続きへ進む」ボタンをク

リックします。PAYPAL 決済の画面に進みます。 

 

※注意 PAYPAL 決済ではなく、 

銀行振込で購入する場合・・・購入するライセンスを書いて、「銀行振込」

希望とメールをお願いします。 

Amazon や Yahoo ショッピングで購入する場合・・・商品ページから決済

をお願いします。（Amazon や Yahoo ショッピングでは、ライセンスのみの販

売をしていないので、メディア代分、価格が上乗せになります。） 

 

 
 

 図 3.7 購入するライセンスにセヘックを入れて、「購入手続きへ進む」

ボタンをクリック  
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PAYPAL のアカウントが有る場合は、ログインします。 

PAYPAL のアカウントが無い場合は、アカウントを作成してログインしま

す。 

 

 
図 3.8 PAYPAL のログイン画面 

 

 
図 3.9 PAYPAL のログイン画面 
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PAYPAL での手続きが終了すると、下の最終確認画面が表示されます。 

「購入確定」ボタンをクリックします。 

ここで、「購入をキャンセル」ボタンをクリックすると、購入がキャンセル

されます。 

 

 
図 3.10 購入の最終確認 

 

購入処理が完了しました。のメッセージが表示されるので「OK」をクリッ

クします。 

 
図 3.11 購入処理が完了 

 

ADVANCED のメニュー画面に、ライセンスが表示され、ライセンスに対

応するボタンがクリック可能になります。 

 
図 3.12 ライセンス購入後のメニュー画面 
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NAS-RESCUE からの購入完了メールが届きます。 

 

 
図 3.13  NAS-RESCUE からの購入完了メール 

 

PAYPAL からお支払いのメールが届きます。 

 
図 3.14  PAYPAL からの支払実行のメール 
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第4章 復旧したデータをコピーする方法 

データを取り出す方法は、以下の 3 方法が有ります。 

① USB 外付け HDD を PC に接続してコピー 

② 同一ネットワークの NAS 等にコピー 

③ 同一ネットワーク内の他の PC から接続してコピー 

 

 

4.1  USB 外付け HDD を PC に接続してコピー 

 

コピーするフォルダ名やファイル名を右クリックして、「コピー」を左クリック

します。 

 

図 4.1 コピーするフォルダを右クリックして、コピーを左クリック  
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コピー先の USB 外付け HDD 等を左クリックします。 

右ウィンドウ内で右クリックして、「貼り付け」を左クリックします。 

 

図 4.2 コピー先の USB 外付け HDD を選択し、右クリックして「貼り付け」

を左クリック 

 

しばらくすると、コピーが終了します。 

 

図 4.3 フォルダのコピーが終了 

 

※注意 コピー中に、エラーが発生して、コピーが止まる場合が有ります。コ

ピーでエラーが発生した場合は、「5.5.データのコピー中にエラーが発生した場

合」を参照下さい。 

 

※注意 コピー中に、ＨＤＤが、「カチッ、カチッ」と鳴りだした場合は、「5.6.

コピー中に「カチッ、カチッ」と音が鳴りだした場合」を参照下さい。  
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4.2  同一ネットワークの NAS 等にコピー 

本節では、ADVANCED が起動している PC から、同一ネットワーク上に有

る NAS へデータをコピーする場合のネットワーク設定の方法を説明します。 

 NAS の設定例 4.2.1

設定項目名 設定値 

IP アドレス 192.168.1.25 

共有フォルダ名 BACKUP 

接続ユーザー名 Admin 

パスワード password 

 

 端末画面の起動と、コマンドの入力 4.2.2

ADVANCEDのツール内の「ターミナル」アイコンをクリックして、コマンド実行ウィンドウを

表示します。 

 
図 4.4..メニュー内の「ターミナル」アイコンをクリック 

新しく開いたウィンドウで、以下のコマンドを入力し、ENTER キーを押しま

す。（大文字、小文字、半角スペースもコマンドの一部です） 

 

sudo mount -t cifs -o vers=2.0,user=admin,password=password 

//192.168.1.25/BACKUP /mnt6 

 

sudo  と mount との間は半角スペース 

mount  と -t との間は半角スペース 

-t  と cifs との間は半角スペース 

cifs  と -o との間は半角スペース 

-o  と vers=2.0,user=admin,password=passwd との間は半角スペース 

2.0,user  2.0 と user との間は、「,」（コンマ） 

admin,password admin と password との間は、「,」（コンマ） 

vers=2.0,user=admin,password=passwd と //192.168.1.25/BACKUP

 との間は半角スペース 

//192.168.1.25/BACKUP  と /mnt6 との間は半角スペース  



LanDisk データ取り出し 共通操作説明書 

27 

※エラーが表示された場合は、上向き矢印「↑」を押すと、入力したコマンド

が表示されるので、修正して、ENTER キーを押します。 

 

 ファイルマネージャーを開く 4.2.3

ADVANCEDのツール内の「ターミナル」アイコンをクリックして、コマンド実行ウィンドウを

表示します。 

 
図 4.5..メニュー内の「ファイルマネージャー」アイコンをクリック 

 

「上向き↑」アイコンを数回クリックすると、「mnt6」のフォルダが表示され

ます。 

 
図 4.6. 「mnt6」が表示されるまで、「↑」アイコンをクリック 
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「mnt6」フォルダをダブルクリックします。 

 
図 4.８. 「mnt6」をダブルクリックした

結果（mnt6 のリンク先と実データ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7. 「mnt6」をダブルクリック 

 

 データ復旧できたフォルダやファイルをコピーして、「mnt６」のフォルダ内

で貼り付けをすれば、コピーできます。 

 

※注意 コピー中に、エラーが発生して、コピーが止まる場合が有ります。コ

ピーでエラーが発生した場合は、「5.5.データのコピー中にエラーが発生した場

合」を参照下さい。 

 

※注意 コピー中に、ＨＤＤが、「カチッ、カチッ」と鳴りだした場合は、「5.6.

コピー中に「カチッ、カチッ」と音が鳴りだした場合」を参照下さい。 
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4.3  同一ネットワーク内の他の PC から接続してコピー 

 

 NAS-RESCUE の PC の IP アドレスを確認 4.3.1

①AdVanced のツール内の「ターミナル」アイコンをクリックして、コマンド

実行ウィンドウを表示します。 

 
図 4.17. メニュー内の「ターミナル」アイコンをクリック 

 

②コマンド実行ウィンドウで、以下のコマンドを手入力します。 

  大文字、小文字、半角スペースは、コマンドの一部です。 

 

  Ip addr show と入力して、ENTER キーを押します。 

 Ip と addr との間は半角スペース 

 Addr と show との間は半角スペース 

 

 
図 4.18. ターミナル内で、IP アドレス等を確認 

 

2:eth0 が、パソコンの LAN カードになります。 

Inet 192.168.1.87/24 

と表示されているので、この例では、IP アドレスは「192.168.1.87」となり

ます。 
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 IP アドレスを指定して、NAS-RECUE が起動している PC に接続 4.3.2

Windows パソコンのエクスプローラのアドレス入力エリアに、上記の例では

「\\192.168.1.87」と入力して、ENTER キーを押します。（「\\nr」と入力

しても OK です。但し、少し時間が掛かります。） 

 
図 4.19.ネットワークから、NAS-RESCUE の PC へ接続 

 

 

「mnt0」をダブルクリックします。 

 

 
 

図 4.20.共有フォルダ(mnt0、mnt6 をダブルクリック 

 

※注意 コピー中に、エラーが発生して、コピーが止まる場合が有ります。コ

ピーでエラーが発生した場合は、「5.5.データのコピー中にエラーが発生した場

合」を参照下さい。 

 

※注意 コピー中に、ＨＤＤが、「カチッ、カチッ」と鳴りだした場合は、「5.6.

コピー中に「カチッ、カチッ」と音が鳴りだした場合」を参照下さい。 

 

  

file://///nr
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第5章 こんな時は？ 

本章では、様々な現象について、その対処方法を説明します。 

  

5.1  LanDisk の HDD を接続したが、認識しない 

 

チェック 1 USB←→SATA 変換ケーブルには電源ケーブルが付いている？ 

3.5 インチのＨＤＤは、駆動用に別電源が必要です。従って、USB←→SATA

変換ケーブルは、100V 電源のある物、もしくはＨＤＤスタンドが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1 USB←→SATA 変換ケーブルと HDD スタンド 

 

→電源ケーブルが付いている場合 → チェック 2 へ 

→電源ケーブルが付いている場合 → 上写真のような、USB←→SATA 変

換ケーブルを用意して下さい。 

 

チェック 2 ＨＤＤを抜いて、再度接続します。ＨＤＤは認識した？ 

→認識した場合  → 問題解決 

→認識しない場合 → ＨＤＤは物理障害です。弊社へ相談下さい。 
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5.2   必要なデータファイルが見えなかった場合 

チェック１ 「第 7 章 HDD のクローンを作成する方法」を参照し、クローン

を作成し、再度、試してみます。 

→必要なデータが表示された場合  → 問題解決 

→必要なデータが表示されない場合 → 弊社へ相談（コマンド実行で解決す

る場合有り） 

 

5.3  データのコピー中にエラーが発生した場合 

チェック１ 「第 7 章 HDD のクローンを作成する方法」を参照し、クローン

を作成し、再度、試してみます。 

→データのコピー中にエラーが発生しなかった場合  → 問題解決 

→データのコピー中にエラーが発生した場合     → チェック 2 

 

チェック 2 エラーの発生したファイルは必要か？ 

→必要なデータの場合    → 弊社へ相談 

→それほど必要ではない場合 → 次のデータをコピー 

 

5.4  コピー中に「カチッ、カチッ」と音が鳴りだした場合 

ＨＤＤが物理障害を発生しました。 

 

チェック 1 音が鳴る HDD は、コピー元？、それともコピー先？ 

→音が鳴るＨＤＤがコピー元の場合 → 直ぐにコピーを終了させ、チェック 2 

→音が鳴るＨＤＤがコピー先の場合 → 直ぐにコピーを終了させ、コピー先

のメディアを交換します。 

 

チェック 2 必要なデータは取出せたか？ 

→必要なデータの取出しはできていた場合  → 問題解決 

→必要なデータの取出しはできていない場合 → 弊社へ相談 
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第6章 ディスクユーティリティで HDD の状態を確認 

本章では、ディスクユーティリティの使い方を説明し、HDD の状態の確認とそ

の対処方法を説明します。 

6.1  ディスクユーティリティを起動 

ディスクユーティリティは、NAS-RESCUE ADVANCED のメニュー画面の

左側の「ディスクユーティリティ」アイコンをクリックすることで起動します。 

 

 

図 6.1.ディスクユーティリティを起動 
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ディスクユーティリティが起動しました。 

左ウィンドウに、PC が認識している HDD の一覧が表示されます。 

 

図 6.2.ディスクユーティリティの起動時の画面 

 

左ウィンドウの HDD をクリックすると、右ウィンドウに、HDD の状態と、パ

ーティション図が表示されます。 

 

図 6.3.HDD 等の詳細とパーティション図 
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6.2  HDD の詳細とパーティション図の見方 

 

 

図 6.4.HDD の詳細と、パーティション図の見方 

 

ディスクユーティリティの右ウィンドウのパーティション図は、大きく 3 個の

部分に分かれています。 

No 表示内容 枠色 チェックポイント 

1 HDD の詳細 赤色 

「評価」にエラー表示が有るか？ 

「サイズ」に正しい HDD の容量が表示され

ているか？ 

2 パーティション図 黄色 

「データ・パーティション」に、EXT4 とか

XFSとかのファイルシステム名が表示されて

いるか？ 

3 

パーティション図

で選択された 

パーティションの

詳細 

青色 
「内容」、EXT4 とか XFS とかのファイルシ

ステム名が表示されているか？ 

表 6.1.パーティション図のチェックポイント 
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6.3  パーティション図の表示内容と対処方法 

本節では、トラブルが発生している HDD のディスクユーティリティでの見

え方を紹介し、併せて、その対処方法を説明します。お客様から送付頂いた写

真を掲載している事を容赦願います。 

ディスクユーティリティのバージョンが異なる事が有り、表示内容に多少の

差異が有ります。 

 

 「サイズ」が表示されず、「メディアなし」と表示 6.3.1

 

図 6.5.「サイズ」が表示されず、「メディアなし」と表示 

 

考えられる原因 

ハードディスクのシステムエリア（ハードディスクの個別の

情報等を記憶してある場所）を読み込みできない状態と考え

られます。重度の物理障害。 

対処方法 
個人レベルでのデータ復旧は無理なので、弊社へお問合せ下

さい。 
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 2TB のハードディスクの容量が 4.1GB と表示される 6.3.2

 

図 6.6.2TB のハードディスクの容量が 4.1GB と表示される 

 

考えられる原因 

ハードディスクのシステムエリア（ハードディスクの個別の

情報等を記憶してある場所）を読み込みできない状態と考え

られます。重度の物理障害。 

対処方法 
個人レベルでのデータ復旧は無理なので、弊社へお問合せ下

さい。 
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 パーティションが 1 個も無い 6.3.3

 

図 6.7.パーティションが 1 個も無い 

 

考えられる原因 
ハードディスクの先頭に記憶しているパーティションテーブ

ルが読み取れていないことによります。物理障害。 

対処方法 

まずは、物理障害を疑い、「参考資料⑦ ハードディスクの

クローンを作成する方法」を参照して、ハードディスクの

クローンを作成します。 

それでも問題が解消しない場合は、弊社へお問合せ下さい。 
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 データ・パーティションに、「未知」とか「Unknown」と表示される 6.3.4

 

 

図 6.8.データ・パーティションに、「未知」とか「Unknown」と表示される 

 

考えられる原因 

パーティションの先頭に書き込まれているファイルシステム

情報を読み取れない、もしくは、ファイルインデックスを正

常に読み取れないなど、ファイルシステムを正常に構成出来

ない場合と考えられます。物理障害、もしくは論理障害が考

えられます。 

対処方法 

まずは、物理障害を疑い、「参考資料⑦ ハードディスクの

クローンを作成する方法」を参照して、ハードディスクの

クローンを作成します。 

それでも問題が解消しない場合は、弊社へお問合せ下さい。 
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第7章 HDD のクローンを作成する方法 

本章では、データ復旧を行う上で、クローンを作成する必要性を示し、クロ

ーンの作成方法を説明します。 

7.1  Read エラーが発生している HDD の状態 

CloneMeister でクローンを作成した結果の例を図 19 に示します。 

 

図 7.1. CloneMeister でクローンを作成した結果の例 

 

黄色枠で囲んだ部分が、500GHDD 全体のコピー結果を示しています。 

緑色の部分は、正常にコピーできた所 

赤色の部分は、Read エラーが発生した場所 

青色の部分は、正常な部分とエラーの部分を分離している場所 

となります。 

この図から、判る通り、HDD の故障の状態というのは、千差万別ですが、 

全体が Read エラーになった場合は、「5.3.1.「サイズ」が表示されず、「メディ

アなし」と表示」、「5.3.2. 2TB のハードディスクの容量が 4.1GB と表示される」

の時です。 

一方、図 19 のように、所々で、Read エラーが発生している故障が発生してい

る場合が圧倒的に多いです。（弊社の経験上） 
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7.2  Read エラーが発生している箇所と表示データの関係 

 HDD の先頭で Read エラーが発生している場合 7.2.1

HDD の先頭には、パーティションテーブルが保存されています。この場所で

Read エラーが発生すると、HDD のパーティションが不明となる為、 

「5.3.3. パーティションが 1 個も無い」 

ということになります。 

 

 パーティションの先頭で Read エラーが発生している場合 7.2.2

個々のパーティションの先頭には、ファイルシステム情報が保存されていま

す。この場所で Read エラーが発生すると、パーティションのファイルシステム

が不明となる為、 

「5.3.4. データ・パーティションに、「未知」とか「Unknown」と表示され

る」ということになります。 

 

 データ・パーティション内で Read エラーが発生した場合 7.2.3

 データ・パーティション内には、文字通りデータが保存されているのですが、

保存形式が実データ、ファイルインデックス（いわゆる、ファイルの目次）が、

それぞれのファイルシステムの形式に従って、羅列されています。 

 Ｒｅａｄエラーが、ファイルインデックスの箇所で発生した場合は、 

「5.3. ファイルマネージャーのウィンドウが表示されたが、何も表示されない

場合」 

「5.4.必要なデータファイルが見えなかった場合」 

ということになります。 

 Ｒｅａｄエラーが、実データ部分で発生した場合、 

「5.5.データのコピー中にエラーが発生した場合」 

ということになります。 
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7.3  パソコンがＨＤＤからデータを読む方法 

 パソコンがＨＤＤからデータをＲｅａｄする方法 7.3.1

 Ｌｉｎｕｘ、Windows など、ＯＳに関係なく、パソコンや LanDisk がＨＤ

ＤからデータをＲｅａｄする場合は、ＨＤＤの最少単位であるセクタ（※）毎

にＲｅａｄするのではなく、64 セクタとか、128 セクタとかの複数セクタの

単位で読み込みます。 

 複数セクタでＲｅａｄする理由は、パソコンの動作速度を左右する要因は、

ＣＰＵの性能によるのですが、そのＣＰＵの性能に制限をかけるのは、ＨＤＤ

のＲｅａｄ速度となります。それ故、ＨＤＤをＲｅａｄする場合は複数セクタ

をまとめてＲｅａｄすることで、その制限を最小にするように設計されていま

す。 

従って、この複数のセクタの内、1 セクタで読み込みエラーが発生すると、

まとめて読み込んだ全てのセクタがエラーと判定され、最悪の場合、処理が止

まってしまいます。 

 

 
図 7.2.パソコンでのデータの Read の仕方 

 

※セクタ：ＨＤＤの記憶領域の最少単位で、1 セクタは、512 バイトもしく

は 4096 バイト等で構成されています。 
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 ＣｌｏｎｅＭｅｉｓｔｅｒのコピーの仕方 7.3.2

 

図 7.3.ＣｌｏｎｅＭｅｉｓｔｅｒのコピーの仕方 

 

第一段階 大きいブロック（複数のセクタ）でＲｅａｄを試します。Ｒｅａｄ

エラーが発生したブロックをエラーとマークします。こうして、ＨＤＤの最初

から最後まで、Ｒｅａｄします。 

第二段階 Ｒｅａｄエラーが発生したブロックに対して、ブロックの最初から

Ｒｅａｄエラーが発生するまでＲｅａｄし、次にブロックの最後から逆向きに

Ｒｅａｄして、Ｒｅａｄエラーが発生するまでＲｅａｄします。これをＲｅａ

ｄエラーが発生した全ブロックに対して行います。 

第三段階 各ブロック内でＲｅａｄエラーに挟まれた領域内で、セクタ毎にＲ

ｅａｄエラーの有無を判定します。 

第四段階 Ｒｅａｄエラーが発生したセクタを指定回数、Ｒｅａｄを試します。 

 

 最終的に Read エラーが発生したセクタに対する、コピー先のセクタには、

ＣｌｏｎｅＭｅｉｓｔｅｒからは、何も書き込みをおこないません。 
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 CloneMeister を使ってクローンを作成した結果 7.3.3

図 20 のような HDD のクローンを作成すると、図 22 のように、Read エラーを

解消することができます。 

 

図 7.4.クローンを作成することで Read エラーを解消 

 

 図 22 のように、Read 出来なかったブロックが、CloneMeister を使ってクロ

ーンを作成すると、Read できるようになります。 

 

 Read エラーが発生しているセクタに保存されていたデータの種類によって、

以下の様な現象が、クローン発生後に現れます。 

No 
Readエラーが発生したセ

クタに保存されたデータ 
クローン作成後の現象 

1 ファイルのデータ ファイルの欠損 

2 ファイルインデックス フォルダの欠損 

3 パーティションテーブル パーティションが見えない 

4 ファイルシステム情報 パーティションのファイルシステムが未知 

5 RAID 構成情報 RAID 崩壊 

表 7.1.セクタに保存されたデータ別クローン作成後の現象 

 

例えば、「3 パーティションテーブル」のセクタで Read エラーが発生していた

場合は、フリーソフトの「TestDisk」を使う事で、復旧できる場合が有ります。 

いずれにしても、表 6 のような現象からデータを復旧するには、その現象に合

った復旧ソフトを適用する事で復旧する可能性が有ります。但し、Read エラー

の箇所が多いと復旧できる可能性は低下します。 
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第8章 お問い合せの仕方 

本章では、弊社へお問合せをする方法を説明します。 

8.1  弊社で必要な情報 

弊社で状況を正しく理解できるように、以下の項目を送信下さい。 

 

① ディスクユーティリティ画面のハードコピー(HDD が認識されている場合) 

② ターミナル画面のハードコピー(弊社からの指示でコマンドを実行した場合) 

③ 質問の内容 

 

8.2  操作手順 

 「お問い合せ」ウィンドウを表示 8.2.1

コピーを終了した状態で、NAS-RESCUE ADVANCED の画面の「お問い合

せ」ボタンをクリックします。 

 

 

図 23.「お問い合せ」ボタンをクリックして、お問合せウィンドウを表示 
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 ディスクユーティリティ画面のハードコピーを添付 8.2.2

LanDisk の HDD が PC で認識されている場合は、「第六章 ディスクユーテ

ィリティで HDD の状態を確認」を参照して、LanDisk の HDD のパーティショ

ン図が表示された状態にします。 

お問合せウィンドウの「スクリーンショット」をクリックします。 

お問合せウィンドウが一旦、消えます。ディスクユーティリティの画面をクリ

ックします。 

すると、お問合せウィンドウのクリックした「スクリーンショット」に、ディ

スクユーティリティの画面が小さく表示されます。 

これで、ログの画面のハードコピーの貼付が終了しました。 

 

 

図 24.ディスクユーティリティのパーティション図 

 

図 25.ディスクユーティリティ画面のハードコピーを添付  
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 ターミナル画面のハードコピーを添付 8.2.3

弊社からの指示で、ターミナル画面を開いてコマンドを実行した場合、 

お問合せウィンドウの「スクリーンショット」をクリックします。 

お問合せウィンドウが一旦、消えます。ターミナル画面をクリックします。 

すると、お問合せウィンドウのクリックした「スクリーンショット」に、ター

ミナル画面が小さく表示されます。 

これで、ターミナル画面のハードコピーの貼付が終了しました。 

 

 

図 26.ターミナル画面を表示 

 

図 27.ターミナル画面のハードコピーを添付  
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 お問合せ内容を入力 8.2.4

「お問合せ」ウィンドウのお問合せ内容の下の空欄をクリックすると、テキ

スト入力ウィンドウが表示されます。 

入力ウィンドウに、お問合せの内容を入力します。（日本語入力にするには、「半

角／全角」ボタンを押します） 

入力が終わったら、「ファイル」→「保存」をクリックします。 

テキスト入力ウィンドウが消えて、「お問合せ」ウィンドウの「お問合せ内容」

に、入力内容が反映されます。 

 

 
図 28.テキスト入力ウィンドウで、お問合せ内容を入力 

 

 

図 29.お問合せ内容が反映 
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 メールを送信 8.2.5

 「お問合せ」ウィンドウの左下の「送信」をクリックすると、弊社へメール

が送信されます。 

 弊社からの返信をお待ち下さい。 

 

※注意 お問合せで送信された内容は、弊社の商品説明やお問合せに利用され

ることが有る事をご了承下さい。（ユーザー様個人を特定できるような内容は、

公開しないことをお約束させて頂きます。） 
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第9章 参考資料① SECURE Boot を Disabled にする方法 

起動時に下写真のようなエラーが表示され、 

 
 図 9.1 NAS-RESCUE が起動しない 

 

しばらくすると、antix の画面が表示され、NAS-RESCUE が起動しない。 

 
 図 9.2 ａｎｔｉｘが起動しない 

 

対処方法 

パソコンの BIOS 設定で、SECURE BOOT を OFF にすることで、解消し

ます。 

※注意 NAS-RESCUE を使用後は、必ず、SECURE BOOT を ON に戻し

て下さい。 

設定方法は、パソコンのメーカー、機種によって異なります。「機種名 

SECURE BOOT」で検索して下さい。 

例 「dynabook SECURE BOOT」 「inspiron SECURE BOOT」  
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第10章 参考資料② メーカー別 USB から起動する方法 

10.1 起動メニューの表示と設定方法 

パソコンの設定で、起動メニューを表示させるには、以下の 2 種類の方法が有

ります。 

① 今回だけ、起動ドライブを変更する。 

→今回だけ、NAS-RESCUE を起動させるので、この方法を採用。 

以後は、元の状態で PC は起動します。 

 

② 起動ドライブを変更後、ずっと、起動ドライブの優先順位を保持する。 

→例えば、C ドライブに Windows、D ドライブに LINUX をインストールし

て、通常は、LINUX を起動させたいなどと、設定したい場合などは、この方

法を採用。この場合、BIOS 設定画面を開き、起動の順序を変更する画面に移

動して、HDD 等の起動順位を設定します。（ちょっと面倒） 

 

以上の説明の通り、NAS-RESCUE を今回だけ起動する事になるので、上記

①の方法を採用します。 

この設定方法は、パソコン（マザーボード）メーカーによって、以下の様に異

なります。 

また、機種によっても、起動方法が異なる場合も有ります。 

もし、起動できない場合は、「パソコンの機種名 起動メニュー」で検索して

下さい。 

検索例 「LAVIE 起動メニュー」「FMV-N5220FA 起動メニュー」 

 
 図 10.1 起動メニューの例・・・USB:KIOXIA を選択し、ENTER キ

ーを押すと、NAS-RESCUE が起動します。 
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10.2 メーカー別起動メニューの起動方法 

 

Ｎｏ メーカー名等 起動メニューの起動方法 

1 NEC 電源投入後、「Ｆ７」を連打 

2 FUJITSU 電源投入後、「Ｆ12」を連打 

3 TOSHIBA 電源投入後、「Ｆ12」を連打 

4 VAIO -「F7」を押しながら電源投入し、すぐに離す 

5 DELL 電源投入後、「Ｆ12」を連打 

6 HP 電源投入後、「Ｆ9」を連打 

7 LENOVO 電源投入後、「Ｆ12」を連打 

8 

 

マウスコンピ

ューター 

電源投入後、「Ｆ7」か「Ｆ12」を連打 

9 フロンティア 電源投入後、「Ｆ2」か「DEL」を連打 

10 自作 PC   

    ASRock 電源投入後、「Ｆ11」を連打 

    ASUS 電源投入後、「Ｆ8」を連打 

    MSI 電源投入後、「Ｆ11」を連打 

 表 10.1 メーカー別起動メニューの起動方法 

 


